























































































































































































































































































































































































































































































































（1） 本論文は、2014年 3月 28日に、国立ルイ・リュミエール高等師範学校で開催さ
れた、パスカル・マルタンとフランソワ・スーラージュの企画による「さまざま
な境界シリーズ」の「映画における鮮明と不鮮明の境界」シンポジウムで発表し
た原稿を改訂して刊行した Kenji Kitayama « Flou &net: Film de Beckett » （Sous la 
direction de Pascal Martin & François Soulages, Les Frontières du flou au cinéma, 
L＇Harmattan, 2014, pp. 71-80 ; Kenji Kitayama, L’art, excès & frontières, L＇Harmattan, 










せよ。本論執筆には、FILM de Samuel Beckett, 2006MK＂S.A: 1965 by Evergreen 




の注 29, 30（Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-MOUVEMENT, Gallimard, Editions 
47鮮明なショットと不鮮明なショットが織りなすベケットの『フィルム』とは









（6） ジョージ・バークリー George Berkeley（1685-1753）は、アイルランド出身の哲
学者・聖職者である。主著は『人知原理論』。命題「存在することは知覚されるこ
















大学文学研究科、2014、pp. 158-186; Kenji Kitayama, « Marcel Duchamp, Inframince, 
nouvelle conception », L’art, excès & frontières, pp. 59-86）.
（10） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 120 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
MOUVEMENT, pp. 97-98）.
（11） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 121 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
48
MOUVEMENT, p. 98）.
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MOUVEMENT, p. 98）.
（14） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 122 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
MOUVEMENT, p. 99）.
（15） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 122 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
MOUVEMENT, p. 99）.
（16） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 122 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
MOUVEMENT, p. 99）.
（17） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 122 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
MOUVEMENT, p. 99）.
（18） ベケット「フィルム」（1967）『ベケット戯曲全集 3』、p. 107.
（19） ジル・ドゥルーズ『運動イメージ』、p. 122 （Gilles Deleuze, CINEMA I. L’IMAGE-
MOUVEMENT, p. 100）.
（20） M・メルロ＝ポンティ「生成するベルクソン像」（滝浦静訳）、『シーニュ 2』（竹
内芳郎他訳）、みすず書房、1970、pp. 41-62 （Maurice Merleau-Ponty, « Bergson se 
faisant », Signes, Gallimard, 1960, pp. 224-241）.
（21） M・メルロ＝ポンティ「生成するベルクソン像」、pp. 48 （Maurice Merleau-Ponty, 
« Bergson se faisant », p. 235）.
（22） M・メルロ＝ポンティ「生成するベルクソン像」、pp. 48 （Maurice Merleau-Ponty, 
« Bergson se faisant », pp. 235-236）.
（23） M・メルロ＝ポンティ「生成するベルクソン像」、pp. 49 （Maurice Merleau-Ponty, 
« Bergson se faisant », p. 236）.
（24） ベケット「フィルム」（1967）『ベケット戯曲全集 3』、p. 105.
（25） ベケット「フィルム」（1967）『ベケット戯曲全集 3』、p. 105.




（28） Cf. 北山研二「映画と文学におけるグローカル研究――ベケットをめぐって」、p. 11.
